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新型コロナウイルス感染症の影響と対策

Ｒ２．３．１０時点

総 合 政 策 課

Ⅰ 経済・物流への影響等

（１）商工観光分野

・ 宿泊客のキャンセルやサプライチェーンの停滞などといった影響に加え、２月

末以降は、イベントの中止や会議の自粛などに伴い、飲食業、小売業、サービス

業など、幅広い業種にわたって影響が拡大してきている。

※ 県内主要宿泊施設（66施設）のキャンセル状況

（3/10現在 宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合調べ）

キャンセル総合計人数：66,233人

（内訳）

・ 国内：50,608人

・ 海外：15,625人

（ 、 ）県内主要宿泊施設66施設のうち キャンセルの回答があったのは38施設

（注）今回からホテル旅館生活衛生同業組合調べの数値とした。

※ クルーズ船の寄港中止状況（3/10現在）

＜細島港＞ ２隻 ＜油津港＞ ４隻

《関係団体が把握している現在の状況》

・全ての業種で売上の目途が立たない状況で、資金繰りが急激に悪化している。

既存借入金の返済や従業員の雇用の維持を懸念する相談が多い。

・来店客の減少や宴会のキャンセル、イベント等の中止により、飲食業、小売業等

で売上が大幅に減少している。

・宿泊業では、予約のキャンセルが相次ぎ、特に、これまでインバウンドの比率が

高かったホテルでは影響の規模が大きい。

・製造業では、材料の入手困難や輸出停止による生産性の低下が見られる。

・食品製造業では、卸先からの発注の減少により、生産調整を余儀なくされている

状況で売上の減少はもちろん、従業員の雇用の維持が懸念されている。

・機械製造業では、サプライチェーンが海外に広がっており、県内でも受注の減少

の影響がみられる。

・製材業において、出材量の減少や輸出の停滞が見られる。
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（２）農林水産分野

① 農畜水産物の中国輸出への影響

（中国本土）

・ 水産物（養殖ブリ）で２月から出荷が止まっている。

※ 取引量が少ないため、事業者の経営への影響は限定的。

（香港）

・ 農産物（花き）や水産物（養殖ブリ及び水産加工品）の一部で、２月か

ら出荷の停止又は延期が発生している。一方で、畜産物については、取引

停止は確認されていない。

※ 香港については、昨年６月以降本格化した政府への抗議活動との複

合的な影響と考えられ、今後も状況を注視する必要がある。なお、他

の国、地域については、現在情報を収集中。

② 県産木材の中国輸出と木材価格への影響

・ 県産木材を中国に輸出している事業体については、中国国内の移動制限

や経済活動の停滞により、主な輸出先である上海近郊の港が木材で満杯状

態となっていることなどから、木材出荷の延期要請がなされるなどの影響

がでている（企業等への聞き取り 。中国の港頭在庫が徐々に動き始めてい）

るとの情報もあるが、引き続き情報収集に努める。

・ また、木材輸出の回復の遅れや経済全体の悪化に伴う木材需要の減少に

よって、木材価格の下落が懸念されることから、状況を注視していく。

③ 小中学校の休校に伴う学校給食への影響

・ 米については、低温庫で保管するため、現時点で大きな影響はみられな

い。

・ 野菜については、既に納品のあった「にんじん」等については、冷蔵保

管等で対応されているため、現時点で大きな影響はみられない。その他、

今後発注がキャンセルされる品目については、市場価格の推移など影響を

調査している。

・ 学乳用の生乳については、乳業団体が市販牛乳や加工仕向けとして調整

している。なお、学乳の供給事業者においては、納品休止による減収が見

込まれる。

④ 花きの販売への影響

・ 卒業式や送別会など行事やイベントの中止等により、需要が減退してお

り、スイートピー等で価格低下等の影響が見られている。

⑤ 肉用牛の販売価格への影響

・ 国内需要の鈍化に伴い枝肉価格が下落する中で、３月期の子牛セリ価格

が前回開催された子牛セリ価格と比較して下落している。

⑥ 本県水産物の国内消費への影響

・ 飲食店キャンセルや学校給食停止に伴う、消費及び魚価への影響が出始
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めている。

※県内の主要な水産物消費地市場３市場、産地市場３市場へ聞き取りを

実施（3/9 。）

・養殖カンパチの県内向け取扱量が約2/3に減、アマダイ2/3～半値程度

に下落、カツオが約３割安。

・３月のキハダの魚価が２月と比べ低迷。

⑦ 農泊旅行者への影響

＜県内農泊主要５地域のキャンセル状況（3/10現在）＞

※高千穂郷・椎葉山、延岡、西都、北きりしま、串間の５協議会事務局に

聞き取りを実施。串間を除く4地域でキャンセルあり。

・個人旅行：10人

(日本：10人)

・団体旅行：7件、152人

（中国2件：64人、日本1件：10人、台湾2件：69人、香港2件：9人）

⑧ 農水産業分野における外国人材受入への影響

・ 農業分野では３月に入国予定の中国人技能実習生が、ビザ発給の遅れの

ため、入国予定だった２０名程度のうち、予定通り入国できているのは２

割程度。

※ 県内の農業分野に技能実習生を配属させている２つの監理団体に聞き

取りを実施（3/10）

・ 漁業分野では、韓国経由でのインドネシアからの出入国が出来なくなっ

たことで、受け入れ経営体などの経費増加等の影響が出始めている。

※ 外国人材受入に関係する県内１３漁協に聞き取りを実施（3/9）

《関係団体が把握している現在の状況》

（農業）

・外食や土産等の需要が落ち込み、農畜産物の消費量が減少している。

特に、和牛枝肉価格が大幅に低迷している。

。・暖冬により需要が減少した露地野菜や豚肉の価格低迷に追い討ちがかかっている

・学校給食への食材（野菜・肉類・牛乳等）納品停止による販売減少と需給緩和

・イベント等の中止・延期・自粛による農畜産物・花き等の需要低迷

・今般の一斉休校により、農家の従業員が休業することによる労働力不足はさらに

深刻さを増してきている。

・出荷・調整、収穫等の作業に支障をきたしている。

、 。・すべての現場で マスク・アルコール消毒剤等の予防資材の不足が発生している

特に家畜の疾病事案が続く中、畜産防疫資材が確保できない状況は、防疫面での

不安材料である。
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（漁業）

・需要が減退し、単価が下がるとともに消費量が減少している。

・市場からの聞き取りによると飲食店のキャンセルが相次ぎ、水産物の需要は３～

４割減少している。特に高級魚（シロアマダイ）は通常の半値程度。

・漁協直売所の２月以降の売上げはキャンセル等が相次ぎ３割程度減少している。

・中国で製造される漁網が現地工場の休止により納品が遅延している。

（林業）

・海外取引において、原木の輸出が停滞している。また、建築工事においても、資

材不足により施工が遅れ、在庫が増えてきている。

（３）公共交通機関

① バス

、 （ ）・ 貸切バスはクルーズや企画旅行をはじめ 学校関係 修学旅行や合宿等

のキャンセルが３月分を中心に増加。また、高速バスは福岡や熊本での感

染者発生以降、キャンセルが増加。貸切バス、高速バスともに当面の間、

利用者の減少が続くものと予想される。

・ 路線バスは、イオン線、宮崎～日南線などレジャーでの利用が多い路線

で利用者が減少。

② 鉄道

・ ＪＲ九州（全体）の２月鉄道取扱収入（速報値）が前年同時期と比較し

て、9.8％の落ち込み、14億円の減収。

・ 観光列車「海幸山幸」は、通常運行の乗車、平日貸切ともに予約のキャ

ンセルが発生している。

③ 航空機

国際線：○ インバウンド、アウトバウンド双方で利用者が減少したため、

ソウル線では、アシアナ航空が3/13～4/8、イースター航空が3/5

～3/28の運休を決定（イースターはそのまま10/24まで運休 。）

なお、国が韓国・中国からの入国制限を実施し、韓国・中国便

を今月末まで成田空港、関西空港に限定したため、アシアナ航空

は日本便の全便運休を決定。

○ 台北線では、チャイナエアラインが９便の欠航を決定。これに

より3/19からの増便が４月以降に延期。なお、航空会社からは、

運航予定でも直前キャンセルの可能性も言われている。

国内線：○ 本県路線について、以下のとおり減便を決定

・ＪＡＬ：羽田線、伊丹線、福岡線で3/7～19の間に計48往復96便

・ＡＮＡ：羽田線、伊丹線で3/9～19の間に計22往復44便

、 、○ ＪＡＬ全体では1,644便 ＡＮＡ全体では908便の減便を決定し

更なる減便も検討中
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○ 旅行会社等からの聞き取りでは、今後の旅行予約が激減し、企

業の出張控え等もあることから、国内線の減便は当面続く可能性

がある。

④ フェリー

旅客については、上り・下りとも予約のキャンセルが発生しているとと・

もに、旅行会社の商品造成が難しくなってきていることから、今後、更な

る利用者の減少が想定される。

・ 貨物については、現時点では大きな影響は見られないが、イベント自粛

、 。等による消費縮小により 農畜水産品などの貨物が減少する可能性がある

⑤ コンテナ航路

上海港が機能していないことや中国の工場の稼働状況を受け、貨物量の・

減少が想定される。個別事項としては次のとおり。

・ 中国航路（細島－上海）において２月１８日の週は休止、その後、寄港

日の遅延が発生していたが、３月に入り通常航行となっている。

・ 韓国航路（細島－釜山）５航路のうち１航路について、釜山港における

貨物船の渋滞で荷揚げができないなどの理由により、２月中旬から、細島

港への寄港日の遅延が発生している。

《関係団体が把握している現在の状況》

・イベントの中止や観光客の減少等により、タクシーの利用者が激減している。

また、感染症対策が求められるものの、マスクと消毒液が不足している。

・イベントの中止や観光客の減少等により、貸切バスや高速バスの利用者が激減

している。また、マスクや消毒液が手に入りにくい状況にある。

（４）その他

《関係団体が把握している現在の状況》

・医療機関においても、マスクや消毒薬など感染症対策に必要な資材が手に入らな

い状況になっている。
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Ⅱ 現時点での主な対応

（総合政策部）
・地域経済への影響緩和を図るため、官民２０団体で構成する「みやざき元気！”地
産地消”推進県民会議（会長：知事 」から、県民向けに地産地消や応援消費をお願）
いするメッセージを発出（13日予定）

・売上に影響が出ている県内企業の商品情報をホームページに掲載することで購入促
進を図る。

・国文祭・芸文祭の大会イメージソング「ひなたの真ん中で」に合わせた、一部手話
付きの振付動画を大会公式ＨＰに１３日に公開し、オリジナルの振付動画の投稿を
呼びかけ、大会公式ＳＮＳで紹介する。
・国文祭・芸文祭参加者に配布するため、メッセージ付きのウェルカムカードを県内
小学生に作成してもらう。

・ＩＣＴに関する災害協定に基づくＩＴ企業の協力も得ながら、職員が県庁外の方々
とのＷｅｂ会議に活用できるタブレット数を増やし、民間企業等のテレワークの推
進に寄与する。

（福祉保健部）
・今後の感染拡大に備え、県衛生環境研究所における検査可能数を、３月２３日から
を目途に、現在の１日あたり２４件から７２件に増加させる。

・新型コロナウイルス感染症対策に協力いただいている医療機関に対して、国の制度
や県の備蓄品を活用したマスクその他の防護具の供給スキームを構築する。

・政府の緊急対応策に基づく介護施設、障がい者施設、保育所等、放課後児童クラブ
などに対するマスク等の供給に必要な協力をする。

（環境森林部、農政水産部、県土整備部）
・工事又は委託業務について、受注者が感染拡大防止のため、一時中止等の意向を申
し出た場合は、一時中止等の措置を行い、必要に応じて契約金額の変更又は期間の
延長を行うなど、適切に対応する。

（商工観光労働部）
・商工業者向け「特別相談窓口」及び雇用に関する「労働相談窓口」を設置し、県内
中小企業や労働者等からの相談に対応。

・県内中小企業者の資金繰り支援を強化するため、３月13日付で、県中小企業融資制
度に「新型コロナウイルス感染症緊急対策貸付」を創設。

（農政水産部）
、 （「 」・花きの消費促進として 県内花き関係者で構成する協議会 みやざき花で彩る未来

推進協議会）と連携し 「みやざき花いっぱいプロジェクト２０２０」として、花き、
の消費促進に取り組む。

・農業者への金融面の支援策として、新型コロナウイルス感染症の影響により、農業
経営に支障を来している農業者を支援するため、経済変動・伝染病等対策資金を３
月13日付けで発動。

（教育委員会）
・臨時休業に伴う学習面・体力面の対策を行う。
・教育施設の利活用の検討
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